
）

盛り上がるパーティ

’
1４２
１

●
神
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

メ
ン
パ
ー
ズ
ル
ー
ム

モ
ン
テ
カ
ル
ロ

生
Ⅲ
区
中
山
手
通
１
ニ
ュ
ー
友
藤
ピ

ル
ー
Ｆ
湾
３
９
１
．
０
０
８
１

会
員
制
の
ク
ラ
ブ
・
モ
ン

テ
カ
ル
ロ
が
開
店
一
周
年
を

迎
え
、
会
員
へ
の
日
頃
の
感

謝
の
意
味
を
込
め
て
、
去
る

９
月
皿
日
ｌ
皿
日
の
四
日
間

記
念
パ
ー
テ
ィ
を
開
い
た
。

会
員
同
士
の
親
睦
も
兼
ね

た
こ
の
パ
ー
テ
ィ
、
同
店
専

属
の
歌
手
．
太
田
亜
生
さ
ん

と
オ
ル
ガ
ン
の
坂
本
八
重
子

さ
ん
の
演
奏
を
楽
し
ん
だ

り
、
シ
ョ
ー
あ
り
、
歌
あ
り

の
ひ
と
と
き
。
連
日
時
の
経

つ
の
も
忘
れ
て
、
延
べ
約
三

百
人
が
楽
し
ん
だ
。

八
姉
妹
店
Ｖ

グ
ラ
ン
プ
リ
／
生
田
区
中
山
手
通
１

一
百
ｌ
友
藤
ビ
ル
２
Ｆ
麓
３
９
１
１

４
４
０
６

シ
ャ
ン
グ
リ
一
つ
／
生
田
区
中
山
子
通

１
マ
リ
ン
ビ
ル
－
Ｆ
衝
３
９
１
１

８
９
４
１

☆
「
丹
波
の
さ
る
酒
」
新
発
売

丹
波
の
清
酒
「
小
鼓
」
の
醸

造
元
で
あ
る
、
西
山
酒
造
場
か

ら
、
さ
る
の
こ
し
か
け
の
エ
キ

ス
を
含
ん
だ
「
丹
波
の
さ
る
酒
」

が
発
売
さ
れ
た
。

丹
波
路
は
き
の
こ
類
が
沢
山

自
生
す
る
数
少
な
い
自
然
境

で
、
昔
か
ら
難
病
に
よ
く
効
く

と
評
判
の
高
い
、
さ
る
の
こ
し

か
け
も
沢
山
と
れ
る
。

そ
の
中
で
も
、
昔
か
ら
健
康

に
良
い
と
貴
重
品
扱
い
に
さ
れ

て
い
る
、
霊
芝
（
れ
い
し
）
か

ら
抽
出
し
た
エ
キ
ス
と
蜂
密
、

梅
の
実
な
ど
で
造
っ
た
珍
し
い

お
酒
し

口
あ
た
り
も
よ
く
、
来
年
が
サ

ル
年
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
評

判
は
上
々
の
よ
う
だ
。
丹
波
焼

の
徳
利
に
入
っ
て
五
○
○
城
が

一
○
○
○
円
。
角
び
ん
入
六
○

○
〃
が
九
○
○
円
。

☆
穴
場
ラ
イ
ム
ラ
イ
ト

三
宮
の
新
聞
会
館
の
と
こ
ろ

を
国
道
２
号
線
沿
い
に
東
へ
３

分
ぐ
ら
い
行
っ
た
と
こ
ろ
に
、

サ
ン
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
が
あ
る
。

そ
の
ホ
テ
ル
の
６
階
に
、
ラ

イ
ム
ラ
イ
ト
と
い
う
レ
ス
ト
ラ

ン
が
あ
る
。
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
と

関
係
が
あ
る
の
か
ど
う
か
は
知

ら
な
い
が
、
落
着
い
た
雰
囲
気

で
、
肩
の
こ
ら
な
い
店
だ
。

びっと･ いん

灘 操

灘繍鍵

の
『

・
ネ
ー
碓

一
挙

乎
・
〆

↑ＯＬＤＰＡＲに似た容器

参拝する神戸支部のメンバー

静かな雰囲気で楽しめる

さ
れ
る
創
立
卵
周
年
記
念
全
国

大
会
を
前
に
、
９
月
１
日
か
ら

全
国
縦
断
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
繰

り
広
げ
て
い
る
。
こ
の
企
画
は

飲
酒
運
転
撲
滅
、
愛
の
献
血
運

動
、
あ
ゆ
み
の
箱
運
動
を
テ
ー

マ
に
全
国
の
Ｊ
Ｂ
Ａ
各
支
部
を

一
台
の
レ
ン
タ
カ
ー
で
リ
レ
ー

し
て
い
る
も
の
で
、
去
る
９
月

詔
日
に
神
戸
を
通
過
。
神
戸
支

部
八
柳
勝
夫
支
部
長
Ｖ
で
は
、
生
田

神
社
で
祈
願
し
て
、
大
阪
支
部

に
車
を
引
き
継
い
だ
。

夜
は
チ
キ
ン
ク
リ
ー
ム
煮
卿

円
、
海
老
・
貝
柱
。
あ
わ
び
の
串

焼
１
０
０
０
円
、
ビ
ー
フ
ス
ト

ロ
ガ
ノ
フ
（
ピ
ラ
フ
添
）
１
８

０
０
円
、
牛
ヒ
レ
肉
ス
テ
ー
キ

３
０
０
０
円
な
ど
が
好
評
で
、

シ
ェ
フ
の
推
奨
メ
ニ
ュ
ー
で
あ

る
。☆

Ｊ
Ｂ
Ａ
が
全
国
縦
断

生
田
神
社
に
参
拝

社
日
本
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
協
会

で
は
ｕ
月
晦
日
に
東
京
で
開
催

鴬
』
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豪華さとくつろぎと本物の味，
ハイセンスな神戸っ子の憩いのオアシス気品ある雰囲気のなかでおくつろぎください

悪
●

Ｉ製茶館

垂迄i壷iＩ室畳
神戸国際会館浜側
ＴＥＬ２５１－４５６２

●
喫茶館

仏闘西屋
フラワーロード( 市役所前）
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劇

し
た
、
隅
々
ま
で
心
遣
い
が
い

き
届
い
た
会
場
に
は
、
さ
す
が

神
戸
の
紳
士
服
と
納
得
さ
せ
る

心
意
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。

☆
翻
さ
さ
ず
に
は
お
れ
な
い

ベ
ニ
ヤ
秋
冬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

９
月
妬
日
、
国
際
会
館
で
開

か
れ
た
ベ
ニ
ヤ
の
秋
冬
物
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
は
、
デ
ィ
オ
ー
ル
の

プ
レ
タ
か
ら
妃
点
。
今
期
の
デ

ィ
オ
ー
ル
は
パ
ッ
ト
を
入
れ
た

肩
や
ベ
ル
ト
で
強
調
し
た
ウ
エ

ス
ト
な
ど
、
パ
リ
・
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
主
流
に
添
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
ろ
ざ
ん
樹
の
プ
リ

ン
ト
や
ラ
メ
、
タ
ー
タ
ン
チ
ェ

ッ
ク
な
ど
に
デ
イ
オ
ー
ル
ら
し

い
品
格
あ
る
優
雅
さ
と
個
性
が

見
ら
れ
た
。

１
４５
１

篭

服
づ
く
り
に
頑
張
り
た
い
」
と

ト
ァ
ロ
ー
ド
に
本
店
を
持
つ
西

川
洋
服
店
の
西
川
幸
利
社
長
。

９
月
”
・
犯
日
の
両
日
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
蔦
の
間
に
お
い
て
加

周
年
記
念
刊
秋
冬
新
着
展
示
会

を
開
き
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
お
得
意
様
に
感
謝
の
気

持
ち
が
い
っ
ぱ
い
溢
れ
た
展
示

会
を
開
い
た
。
人
情
に
厚
く

て
、
そ
の
く
せ
現
代
人
気
質
を

持
つ
西
川
社
長
の
人
柄
が
反
映

いつの世も女は宝石に弱いもの

☆
即
周
年
を
記
念
し
て
〃
西
川
″

「
卯
年
は
短
い
で
す
。
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
た
感
じ
が
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ク
ラ
シ
ッ
ク

な
内
に
現
代
の
フ
ィ
ー
リ
ン
グ

を
持
っ
た
、
品
位
の
あ
る
神
士

神戸百店会
だより

午
後
３
回
開
か
れ
た
シ
ョ
ウ

は
ど
れ
も
満
員
で
、
デ
イ
オ
ー

ル
を
は
じ
め
と
す
る
ク
ラ
シ
ッ

ク
・
パ
リ
へ
の
関
心
が
伺
え
た
。

シ
ョ
ウ
に
使
っ
た
作
品
は
ベ
ニ
ヤ
本
店

で
取
り
扱
っ
て
い
る
。

ベ
ニ
ヤ
本
店
麓
３
３
２
１
２
１
３
５

☆
タ
サ
キ
新
作
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

踊
周
年
の
結
晶
が
…
…

恒
例
の
田
崎
真
珠
「
初
タ
サ

キ
新
作
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
が
９

月
肥
日
ｌ
即
日
オ
リ
エ
ン
タ
ル

ホ
テ
ル
に
て
開
か
れ
た
。
今
年

で
創
立
妬
周
年
、
「
シ
ン
フ
オ

# ､ 餌

r 今後もよろしく」と、西川社長

鴫
・
鑑
醗
鐸

ニ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
繰
り
広
げ

ら
れ
た
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
数
々
に

田
崎
真
珠
の
歴
史
と
今
後
へ
の

意
欲
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。
今

春
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
折
に
は

渡
米
中
だ
っ
た
メ
リ
ー
重
富
さ

ん
の
新
作
も
今
回
は
登
場
。
い

つ
も
な
が
ら
素
晴
し
い
デ
ザ
イ

ン
の
メ
リ
ー
さ
ん
だ
が
、
ア
メ

リ
カ
で
学
ん
だ
新
し
い
感
覚
が

加
わ
っ
て
今
回
は
一
段
と
斬
新

で
、
な
か
で
も
ト
ル
マ
リ
ン
リ

ン
グ
が
圧
巻
だ
っ
た
。
田
崎
真

珠
の
今
後
の
活
躍
が
楽
し
み
だ

；
０
０
３
０
０
１
０
０

ろさん樹プ, リントのドレス
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ボ
ケ

興
行
の
感
さ
え
す
る
。

八
四
場
Ｖ
に
体
当
り
。
歌
舞
伎

（
Ｓ
￥
３
０
０
０
Ａ
￥
２
５
０
０
Ｂ

１
１４６
１鵜

こ
ん
な
「
お
誕
生
会
」
は
い
か
が

幼
児
や
小
学
生
の
お
子
さ
ん
の
い
ら

っ
し
ゃ
る
寂
庭
で
は
、
「
お
誕
紘
会
』

を
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
先
日
、
本
連

動
に
い
た
だ
い
た
張
紙
を
こ
こ
で
紹
介

い
た
し
ま
す
。
各
寒
歴
で
の
お
誕
生
会

の
ご
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
拳
い

で
す
。「

先
日
、
娘
の
誕
生
会
を
さ
さ
や
か

な
が
ら
、
幼
稚
園
の
友
達
六
人
ほ
ど
呼

ん
で
い
た
し
ま
し
た
。
ジ
ュ
ー
ス
と
お

菜
子
く
ら
い
の
、
も
て
な
し
と
い
う
ほ

ど
で
も
な
い
も
の
に
、
み
ん
な
お
い
し

い
と
い
っ
て
く
れ
て
、
紙
芝
居
を
し
た

り
公
閲
で
遊
ん
だ
り
、
絵
の
寄
せ
番
き

を
し
て
く
れ
た
り
等
々
で
、
制
令
客
ん

で
鮒
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
、
職
ど
も
の
方
で
は
、
友
達

に
き
て
も
ら
っ
た
お
礼
と
い
っ
て
、
親

が
お
み
や
げ
と
称
し
何
か
品
物
を
渡
す

と
い
う
悪
い
（
？
）
習
恢
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
う
ち
で
は
や
め
て
、
お
み
や
げ

代
・
人
あ
た
ま
．
一
百
円
と
し
て
『
誕
生

日
あ
り
が
と
う
巡
勤
に
寄
付
し
ま
し
ょ

う
。
み
な
さ
ん
そ
れ
で
い
い
わ
ね
』
と

シ
・
Ｊ
ど
も
達
の
納
得
の
い
く
よ
う
に
説
明

し
た
ら
、
気
持
よ
く
『
う
ん
』
と
い
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

わ
ず
か
ば
か
り
で
す
が
、
ハ
き
い
子

ど
も
途
の
気
持
を
お
送
り
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
ご
め
ん
ど
う
で
す
が
、
子

ど
も
達
の
た
め
に
、
小
さ
な
紙
切
れ
に

受
取
り
を
誓
い
一
・
『
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

（
も
ち
ろ
ん
、
本
巡
勤
で
は
、
か
わ
い

い
幼
児
脇
の
カ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
か
ら

各
人
宛
の
カ
ー
ド
を
送
り
ま
し
た
と

（
九
・
二
七
蒋
信
兵
庫
区
主
婦
）

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

鋤
遡
戸
市
野
合
区
御
幸
通
八
Ｉ
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
》
階
の
郵
便
局
の
隣

電
話
二
飛
一
’
八
一
六
一
内
線
三
一
六
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暇
を
利
用
し
て
絵
を
描
い
て
い

る
婦
人
が
多
く
な
り
、
そ
ん
な

方
々
に
お
絵
描
き
か
ら
芸
術
の

発
表
の
創
作
な
れ
ば
誰
で
も
出

開
眼
法
会
に
は
Ｐ
．
Ｃ
・
ラ
ー
ノ
メ
ー
Ｍ
ｊ
ｆ
半
打
ご
く
割
ん
？
坐
１
ｉ
何
Ｍ
…
帯
箭
，

ル
・
イ
ン
ド
航
空
会
長
、
Ｍ
，
世
界
へ
と
一
歩
進
め
て
い
た
だ
ま
た
、
ｎ
月
皿
日
，
’
廻
月
ｍ

Ｌ
ｏ
ト
リ
ヴ
エ
デ
イ
。
イ
ン
ド
き
た
い
の
と
、
新
し
い
美
意
識
日
ま
で
「
手
足
の
不
自
由
な
子

総
領
事
、
彫
刻
家
の
ジ
ャ
イ
ミ
を
持
っ
た
方
が
参
加
さ
れ
る
こ
”
ど
も
を
育
て
る
運
動
」
が
行
な

｜
一
さ
ん
ら
関
西
在
住
の
イ
ン
ド
と
に
よ
り
一
一
紀
会
の
メ
ン
バ
ー
わ
れ
、
ｎ
月
９
日
（
金
）
⑫
時

人
や
摩
耶
山
天
上
寺
を
復
興
す
も
共
に
勉
強
し
て
行
き
た
い
」
半
よ
り
明
石
市
民
会
館
（
大
）

る
会
理
事
長
の
楢
崎
四
郎
さ
ん
と
い
う
主
旨
で
今
回
の
開
催
と
で
「
鬼
太
鼓
座
」
の
公
演
が
同

ら
約
七
百
人
が
参
列
し
た
。
な
っ
た
。
協
会
主
催
で
開
催
さ
れ
る
。
入

・
会
期
／
ｎ
月
翫
日
、
’
哩
月
２
同
場
料
千
円
。

☆
同
人
誌
の
展
示
即
売
も
あ
る
・
会
場
／
生
田
神
社
新
館

溌
擢
鰐
伽
鋤
出
版
蝿
撫
鱗
議
酬
撚
蔀
蝋
鯛
蹄
糠
摺
ま

物
流
通
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
伊
藤
雷
加
－
７
４
０
‐
ま
で

ユ
ニ
ー
ク
な
新
番
組
誕
生

い
る
「
神
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」
★
「
愛
の
絵
は
が
き
」
と
「
友
ラ
ジ
オ
関
西
の
番
組
に
、
月

（
松
村
信
人
代
表
）
が
、
「
文
学
情
の
絵
は
が
き
」

か
ら
新
番
組
が
多
彩
に
登
場
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
－
帥
年
へ
」
社
会
福
祉
法
人
「
日
本
肢
体
八
朝
の
ワ
イ
ド
番
組
Ｖ

★
摩
耶
山
天
上
寺
に
を
、
ｎ
月
娼
日
（
日
）
午
後
１
不
自
由
児
協
会
」
よ
り
、
昭
和

見
事
な
摩
耶
夫
人
像
時
か
ら
５
時
ま
で
神
戸
学
生
青
弱
年
「
愛
の
絵
は
が
き
」
（
２
枚

副
年
１
月
に
焼
失
し
た
摩
耶
年
セ
ン
タ
ー
（
電
話
師
１
２
７
１
組
、
山
桜
／
宇
田
荻
祁
画
、

山
天
上
寺
（
伊
藤
浄
厳
貫
き
に
奉
６
０
）
で
開
く
。
鯉
／
梶
喜
一
画
、
大
人
向
け
）

納
さ
れ
る
摩
耶
夫
人
像
の
入
仏
こ
れ
に
は
①
文
芸
綜
合
誌
。
と
「
友
情
の
絵
は
が
き
」
（
３
枚

開
眼
法
会
が
去
る
９
月
躯
Ⅱ
、
詩
誌
・
タ
ゥ
ン
誌
・
詩
集
な
ど
１
組
、
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
「
あ

ま
や
ケ
ー
ブ
ル
下
駅
横
の
仮
設
の
展
示
即
売
会
②
文
芸
評
論
家
さ
か
ぜ
」
プ
リ
ム
ラ
ポ
リ
ア
ン

仏
母
堂
で
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
月
村
敏
行
氏
講
演
「
帥
年
代
。
サ
（
花
）
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
ハ
ン

像
は
、
関
西
在
住
の
イ
ン
ド
人
文
学
の
あ
り
方
」
③
テ
ィ
ー
チ
ダ
、
子
供
向
け
）
を
発
行
。
ど

が
募
金
を
集
め
て
寄
贈
し
た
も
イ
ン
「
同
人
誌
の
あ
り
方
」
が
ち
ら
も
１
組
帥
円
で
、
県
庁
南

の
で
、
イ
ン
ド
の
彫
刻
家
Ｒ
、
予
定
さ
れ
て
い
る
。
庁
舎
１
階
の
財
団
法
人
「
兵
庫

Ｒ
・
ジ
ャ
イ
ミ
ー
ー
さ
ん
が
一
年
連
絡
先
／
電
話
皿
－
７
６
７
７
県
肢
体
不
自
由
児
協
会
」
に
て

半
を
か
け
て
制
作
し
た
高
さ
約
☆
美
術
を
志
す
女
性
は
発
売
中
。

鋤
轟
ン
、
重
さ
約
卸
キ
ロ
の
大
理
石
鱈
雫
玉
窪
疹
跡
睦
１
Ａ
謀
Ｚ
》
鰯
癖
鐸
鱗
準
鋳
識
鍛
鍵
藍

インドから贈られた
摩耶夫人侭

147

に
な
っ
た
。
絵
画
。
彫
刻
で
未

品
で
き
る
と
い
う
も
の
で
「
余

神
戸
二
紀
の
第
１
同
公
募
女

流
新
人
展
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

パンダの絵はがきもある

盤 雑撫溌醗繊鱗蕪
西新店ボ展美腿リ展ンＩ農ギ鈷形あ画画卜部ラ作作さ記畑術

縦講豊聯群鮮γ蕊
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月
ｌ
金
８
醍
伽
１
，
頭
叩
出
淡
／

三
浦
ひ
ろ
あ
き

汁
ス
タ
ジ
オ
ｒ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
ホ
ッ
ト
に
語

ろ
う

月
１
金
、
『
皿
ｉ
ｎ
・
・
皿
出
演
／

西
怖
遊
児
、
西
僻
笑
児

八
ナ
イ
タ
ー
明
け
番
組
Ｖ

☆
Ｃ
Ｒ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
５
５
８

月
Ｉ
金
６
》
、
１
８
認
卯

月
／
ギ
ャ
ル
・
ギ
ャ
ル
・
コ
ー
ベ

Ｄ
Ｊ
／
西
島
三
重
子
、
谷
山
浩
子

火
／
ボ
ッ
・
ポ
ッ
・
ポ
ッ
プ
ス

１
１４８
１

●
六
○
ｍ
ｍ
℃
○
の
「

★
元
町
画
廊
（
佐
藤
廉
）
の
帥
周
年
企

画
最
後
を
飾
っ
て
具
象
五
人
展
（
中
西

勝
、
鴨
居
玲
、
西
村
功
、
松
本
宏
、
河

野
通
紀
）
が
、
十
一
月
六
日
’
十
五
日

迄
開
か
れ
ま
す
。
も
う
十
回
記
念
、
力

作
を
ご
覧
下
さ
い
。

☆
鴨
居
玲
素
描
築
が
、
神
戸
新
聞
出
版

セ
ン
タ
ー
よ
り
千
部
限
定
（
一
万
三
千

月
）
で
十
月
二
十
六
日
’
三
十
一
日
迄

そ
ご
う
で
開
か
ら
れ
る
素
描
展
に
合
せ

て
出
版
さ
れ
ま
す
ｐ

☆
本
誌
で
お
な
じ
み
の
石
阪
春
生
而
伯

の
個
展
が
神
戸
大
丸
四
階
美
術
画
廊
で

ｎ
月
８
日
１
１
週
間
開
か
れ
ま
す
。

☆
女
流
邦
舞
家
の
花
柳
芳
一
師
が
、
十

月
二
十
三
日
東
京
国
立
小
劇
場
で
、
文

化
庁
芸
術
祭
参
加
の
〃
芳
一
の
会
″
を

開
か
れ
至
芸
を
披
露
。
神
戸
か
ら
三
度

目
の
参
加
で
す
。

★
柴
田
商
事
の
柴
田
啓
嗣
さ
ん
は
獅
焔

ホ
ヤ
ホ
ヤ
。
ス
ィ
ー
ト
ホ
ー
ム
が
夙
川

に
。
〒
”
西
宮
市
霞
町
三
’
二
五
夙
川

ア
ン
ビ
ロ
ン
師
雷
（
○
七
九
八
）
三
六

’
五
三
○
一
で
す
。

★
ニ
ッ
ト
の
〃
ぎ
や
る
そ
ん
ぬ
郷
（
前
川

オ
ー
ナ
ー
、
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
２
面
）

の
本
社
が
移
転
し
ま
し
た
。
〒
卸
生
剛

区
花
隈
町
妬
１
，
麓
（
三
八
二
）
○

二
一
四

★
十
一
月
二
十
七
日
に
〃
小
椋
″
（
生

Ⅲ
区
中
山
手
通
一
丁
目
弧
ｌ
配
雷
（
三

三
二
）
一
一
○
七
小
椋
麻
さ
美
）
が
五

周
年
を
迎
え
、
生
田
神
社
会
館
で
五
周

年
記
念
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
ま
す
。

☆
邦
舞
の
松
本
尚
蒔
さ
ん
が
十
月
二
十

四
日
大
阪
能
楽
会
館
で
、
大
阪
文
化
祭

参
加
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
き
地
歌
〃
貴

船
″
〃
別
世
界
″
を
舞
わ
れ
ま
し
た
。

☆
神
戸
っ
子
編
集
部
の
釜
須
仁
美
さ
ん

が
、
足
立
百
尋
さ
ん
と
十
一
月
四
日
玉

姫
殿
で
結
婚
さ
れ
ま
す
。
お
め
で
と
う

新
住
所
は
寵
浩
区
高
足
台
二
丁
目
五
－

十
二
雷
上
三
三
’
一
四
七
七

☆
現
代
美
術
の
今
井
祝
雄
夫
人
、
今
井

美
紗
子
さ
ん
が
、
異
色
の
柔
供
生
活
ル

ポ
〃
子
供
が
生
き
て
い
る
現
場
″
を
ナ

シ
〆
社
か
ら
出
版
。
カ
メ
ラ
大
島
洋
。

￥
９
８
０

汁
７
時
旭
分
で
す
今
朝
も
さ
わ
や
か

月
ｌ
金
７
距
醒
１
８
唖
叩

★
お
は
よ
う
神
戸
か
ら
三
浦
ひ
ろ
あ
き

で
す

右はケストの佐藤陽子さん

朔
蝋
剰
し
黙
リ
ク
エ
ス
ト
た
講
潔
輝
雄
卦
難
瀧

鍔
蘇
溌
鮮
謝
酔
蕊
つ
し
数
多
く
展
覧
さ
れ
る
予
定
だ
．

★
誕
知
〉
砿
錨
癖
端
昨
叶
魂
庇
代
神
戸
市
文
化
奨
励
賞
を
受
賞

☆
湘
卸
塞
死
や
蜘
釧
却
千
抑
後
、
西
独
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ

鞍
鍛
蝋
燕

と
は
違
う
。
疑
っ
た
が
、
今
に
し
て
思
え
一

大
切
な
発
言

こ
の
た
び
の
総
選
挙
は
、

自
民
党
が
敗
れ
て
幕
切
れ
と

な
っ
た
。
兵
庫
一
区
で
も
、

元
文
部
大
臣
砂
田
重
民
氏
が

次
点
で
落
ち
る
と
い
う
予
想

外
の
結
果
に
な
り
、
全
国
的

な
話
題
に
な
っ
た
。

結
局
、
増
税
と
雨
が
た
た

花時計
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密

真夜中を過ぎた頃､東の空にボンと赤く土星力児える季節､山は紅葉街には足下に枯葉が舞う季節。
お酒が一段とおいしくなるころ､土星のﾘﾝグがまた増えた｡一体何んて出来､どうして出来たのだろう？

不思議な世の中に､不思議なｿ(間そして不思議な酒とくればもう宇宙は爆発しそう。
どうして？それから？誰が？一切のせんさくを止めて飲もうでは。
そんな店｢ｱﾙデｨﾗ｣｡気軽なお値段と雰囲気が自慢でpk｡これ力私達の蕊
是非一度理屈抜きておいて下さいませ｡待ってます｡待ってます｡待ってます。
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ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

有
馬
か
ら

!#i‘駕蝋；

鴬溌

瑞宝寺跡公園にて

鴬

●
知
ら
な
い
人
の
神
戸
／
５

蕊蒼
竜
一
カ
メ
ラ
／
緒
方
し
げ
を

鎧鍵蕊騨

灘

蝋
融

志
．
蚕
粍
郡

Ｗ

識
識

鍵；

め
く

毎
朝
配
達
さ
れ
て
く
る
新
聞
を
、
表
か
ら
頁
を
捲
っ
て
い
く
人

と
、
裏
か
ら
ぬ
ぐ
っ
て
い
く
の
と
二
通
り
の
人
間
が
居
る
。
そ
れ

を
、
政
治
に
関
心
が
あ
る
か
、
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
を
持
つ
か
の
違

い
だ
と
、
簡
単
に
割
り
切
っ
て
し
ま
う
愚
を
お
か
し
て
は
な
ら
な

い
。
い
つ
の
Ｒ
か
、
私
は
裏
か
ら
頁
を
捲
っ
て
行
く
よ
う
に
な
っ

鍵！ §

鍵

．
悪
口
⑪畷

鍵
爵
識
瀞
蕊
蕊

§

雲
闘
塞

た
。
が
、
依
然
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
余
り
関
心
が
な
い
。
ど

ち
ら
か
と
言
え
ば
ま
だ
し
も
、
私
の
関
心
は
第
一
面
の
方
に
あ
る

の
に
、
や
は
り
裏
か
ら
見
て
行
っ
て
い
る
自
分
に
気
付
く
。
恐
ら

く
、
そ
れ
は
、
人
間
の
体
質
、
そ
の
人
の
生
き
方
に
深
く
関
わ
る

こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
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同
じ
よ
う
に
、
人
の
自
然
へ
の
関
わ
り
方
に
は
一
一
つ
あ
る
。
一

つ
は
自
然
を
見
下
ろ
し
て
い
な
い
と
何
と
な
く
落
ち
着
か
な
い
タ

イ
プ
。
自
然
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
隅
ま
で
把
握
し
、
そ
の
中

に
お
け
る
自
分
の
位
置
を
確
認
す
る
こ
と
で
心
は
平
衡
を
保
ち
安

心
し
て
お
れ
る
。
こ
こ
で
は
自
然
は
明
確
な
対
象
と
し
て
、
見
透

か
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
反
し
て
、
自
然
の
霊
気
を
呼
吸
す
る
こ
と
に
大
き
な
楽

し
み
を
見
出
す
姿
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
自
然
は
人
間
の
量
り
し
れ

ぬ
神
秘
な
存
在
と
し
て
あ
る
。

私
は
三
年
半
余
り
、
だ
だ
っ
広
い
世
界
に
ぱ
か
り
生
き
て
、
帰

っ
て
来
た
時
、
胸
を
圧
す
る
何
と
も
言
え
ぬ
息
苦
し
さ
に
悩
ま
さ

れ
て
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
私
は
、
自
分
の
視
線
が
山
に
ぶ
つ

か
る
所
為
だ
と
考
え
て
い
た
。
今
、
思
う
と
、
そ
れ
は
自
然
を
見

下
し
、
客
体
と
し
て
強
引
に
捉
え
、
自
分
の
理
解
の
範
嬬
に
閉
じ

こ
め
て
来
た
報
い
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ぬ
。
し
か
し
、
隅
か
ら

隅
ま
で
遥
か
に
大
地
を
見
通
し
な
が
ら
、
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
で
地
表

を
耕
し
て
い
る
時
に
、
一
体
、
ど
ん
な
自
然
の
霊
気
を
感
じ
る
こ

と
が
出
来
た
で
あ
ろ
う
。
一
つ
の
自
然
と
の
接
し
方
が
不
可
能
な

と
き
、
私
が
日
本
の
自
然
か
ら
復
讐
を
受
け
た
と
し
て
も
、
そ
れ

は
必
然
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ぬ
。

お
そ
ら
く
あ
の
時
期
な
ら
、
私
は
有
馬
の
佳
さ
が
理
解
で
き
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
有
馬
と
私
は
全
く
異
質
な
も
の
と
し
て
そ
の

両
極
に
在
っ
た
の
だ
か
ら
１
．

燃
え
る
が
如
き
紅
葉
で
身
も
心
も
染
め
ぬ
か
れ
る
有
馬
の
秋
も

そ
ぼ
降
る
雨
に
白
い
花
弁
の
舞
う
桜
の
春
も
、
山
が
薄
衣
を
被
っ

て
凝
然
と
凍
て
つ
く
月
光
に
身
を
縮
め
て
い
る
冬
も
、
私
の
心
に

ど
ん
な
安
ら
ぎ
を
与
え
る
こ
と
が
出
来
た
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し

今
、
私
に
は
有
馬
の
佳
さ
が
分
る
の
だ
。
私
の
身
に
泌
み
透
る
よ

う
に
、
滝
川
の
清
流
は
流
れ
、
色
づ
き
始
め
た
木
々
の
葉
は
、
高

く
澄
ん
だ
空
を
背
景
に
余
り
に
も
美
し
過
ぎ
る
。

冷
涼
な
秋
を
吸
い
込
ん
で
街
を
歩
い
て
い
る
と
、
人
は
日
頃
考

え
ぬ
他
人
の
こ
と
に
ま
で
神
経
を
や
る
、
優
し
い
こ
こ
ろ
に
な
っ

て
来
る
。

有
馬
は
、
狭
随
の
地
で
あ
る
。

乳
房
に
似
た
母
な
る
山
懐
に
深
く
抱
か
れ
て
、
温
泉
郷
は
在

る
。
山
狭
を
Ｙ
字
型
に
合
流
し
て
流
れ
る
渓
流
の
ふ
ち
に
、
木
造

の
昔
な
が
ら
の
宿
屋
が
あ
り
、
近
代
的
な
ホ
テ
ル
の
威
容
が
あ

り
、
木
立
ち
に
隠
れ
て
保
養
所
が
あ
り
、
寺
院
が
あ
る
。

人
は
よ
く
有
馬
を
京
阪
神
の
奥
座
敷
と
呼
ぶ
。
し
か
し
、
奥
座

倣
と
言
う
に
は
有
馬
は
余
り
に
も
自
然
と
融
和
し
、
四
季
折
々
の

自
然
の
移
る
い
を
映
し
て
、
息
づ
い
て
い
る
。

有
馬
を
真
に
味
わ
う
に
は
、
自
然
が
こ
の
山
峡
に
お
い
て
為
す

そ
の
壁
に
、
素
直
に
抱
か
れ
て
あ
れ
、
自
ら
自
然
そ
の
も
の
の
霊

妙
な
る
気
に
己
を
捨
て
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
自
然
の
息
吹
を
、
自

ら
の
も
の
と
し
て
、
は
じ
め
て
散
策
も
、
〃
を
ん
せ
ん
″
も
本
来

の
意
味
を
取
り
戻
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

を
ん
せ
ん
街
の
南
東
の
外
れ
で
六
甲
川
に
懸
る
橋
の
挟
に
、

〃
左
宝
塚
右
を
ん
せ
ん
″
の
文
字
が
読
め
る
荒
削
り
の
石
碑
が
立

っ
て
い
る
。
大
阪
方
而
か
ら
、
か
つ
て
人
々
は
こ
の
道
を
通
っ
て

こ
の
街
に
入
っ
た
。
杖
を
つ
い
て
、
六
甲
川
を
〃
を
ん
せ
ん
″
の

側
に
渡
っ
た
人
々
は
、
何
日
か
後
に
は
元
気
に
な
り
、
橋
を
渡
る

時
に
不
要
に
な
っ
た
杖
を
捨
て
て
帰
っ
て
行
っ
た
。
人
よ
ん
で
、

杖
捨
橋
と
い
う
。
誰
が
つ
け
た
か
、
こ
の
橋
こ
そ
、
を
ん
せ
ん
の

本
来
の
意
味
を
表
わ
し
て
、
大
変
象
徴
的
な
名
前
で
あ
る
。

北
陸
の
温
泉
な
ど
と
違
っ
て
所
謂
夜
の
遊
び
の
方
に
は
全
く
縁

の
な
い
を
ん
せ
ん
な
れ
ば
こ
そ
、
昨
今
の
温
泉
と
い
う
も
の
の
持

つ
イ
メ
ー
ジ
を
塗
り
変
え
て
、
有
馬
は
そ
の
独
自
性
を
保
つ
必
要

が
あ
る
。
百
人
居
て
も
、
完
全
な
健
康
体
を
捜
す
の
が
難
し
い
よ

う
な
現
代
人
を
前
に
し
て
、
こ
れ
迄
の
温
泉
は
、
少
し
怠
慢
に
失

さ
ら
い

し
た
傾
向
が
あ
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

企
業
の
慰
安
旅
行
の
団
体
が
や
っ
て
来
て
、
夕
食
を
兼
ね
た
宴

会
が
済
む
と
、
肝
心
の
風
呂
も
そ
こ
そ
こ
に
麻
雀
が
始
ま
る
。
夜

遅
く
ま
で
牌
を
か
き
ま
わ
し
て
い
て
、
翌
朝
そ
の
手
で
、
充
血
し

た
眼
を
こ
す
り
な
が
ら
バ
ス
に
乗
り
、
「
な
ん
や
、
有
馬
っ
て
な

ん
に
も
あ
ら
へ
ん
や
ん
け
」
と
、
そ
そ
く
さ
と
帰
っ
て
行
く
。
彼

等
を
、
そ
の
ま
ま
帰
ら
せ
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
旅
館
の
方
は

旅
館
の
方
で
、
そ
の
よ
う
な
客
に
憤
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
だ

’
1５１
１
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た
ら
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
・
髄
の
方
は
別
府
に
技
術
を
輸
出
さ
れ

た
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
辺
り
で
．
有
馬
の
き
れ
い
ど
こ
ろ
の
話
を
し
よ
う
。
一
時

は
百
二
十
人
ほ
ど
い
た
芸
者
さ
ん
は
現
在
総
数
七
十
人
。
一
一
十
歳

代
の
人
か
ら
七
十
歳
の
人
ま
で
居
る
。
七
十
と
云
っ
て
も
現
役

で
、
お
化
粧
を
す
る
と
途
端
に
見
違
え
る
よ
う
に
な
る
。
有
馬
の

芸
妓
は
、
三
味
線
は
言
う
に
及
ば
ず
、
長
唄
小
唄
か
ら
民
謡
、
踊

、
、

り
と
文
字
通
り
の
本
格
派
芸
者
ば
か
り
で
あ
る
。

い
さ
さ
か
格
調
が
高
い
の
で
あ
る
。
こ
の
き
れ
い
ど
こ
ろ
の
元

締
め
で
あ
る
有
馬
検
番
の
会
長
を
務
め
る
森
中
タ
キ
エ
さ
ん
の
話

を
聞
こ
う
。
彼
女
の
年
齢
は
詳
ら
か
に
し
な
い
が
、
か
く
し
ゃ
く

た
る
も
の
で
、
小
柄
な
体
を
和
服
に
包
ん
で
、
そ
の
声
に
は
長
年

鍛
え
た
風
霜
の
響
き
が
あ
る
。

「
芸
者
高
い
高
い
言
う
て
何
言
う
て
ま
ん
ね
ん
、
他
人
の
花
は

赤
い
。
何
や
っ
て
も
好
え
こ
と
あ
ら
へ
ん
。
テ
レ
ビ
見
た
ら
あ
ん

な
ん
ば
っ
か
り
や
。
ち
ょ
っ
と
服
着
た
ら
好
え
の
に
と
思
う
よ
う

な
も
ん
ば
っ
か
り
や
。
芸
者
は
、
シ
ャ
ッ
ポ
（
鐘
）
一
つ
で
も
二

十
万
は
す
る
し
、
裾
の
長
い
の
つ
け
た
ら
百
万
は
か
か
っ
て
ま
ん

ね
ん
。
そ
れ
に
唄
や
踊
り
の
月
謝
も
高
う
な
り
ま
し
た
し
、
お
師

匠
さ
ん
の
発
表
会
な
ど
の
お
つ
き
あ
い
と
、
本
当
に
芸
妓
が
可
哀

想
や
。
昔
は
よ
る
し
ま
し
た
な
あ
。
零
も
落
ち
着
い
て
る
し
、
情

緒
が
お
ま
し
た
。
夕
方
な
ど
浴
衣
が
け
で
滝
へ
で
も
行
き
ま
ほ
か

言
う
て
、
蛍
取
っ
た
り
、
河
鹿
の
声
を
聞
き
に
行
っ
た
り
、
炭
酸

水
飲
み
に
行
っ
た
り
な
ぁ
、
粋
な
お
客
が
多
う
お
ま
し
た
な
ぁ
、

そ
り
ゃ
、
お
客
さ
ん
で
も
、
歌
が
上
手
で
声
に
ホ
ロ
ホ
ロ
と
な
る

よ
う
な
人
が
来
は
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
お
花
も
長
い
し
ね
。
今

は
も
う
団
体
さ
ん
に
は
幹
事
が
で
け
て
か
ら
、
一
席
や
言
う
た
ら

二
時
間
や
、
二
時
間
た
っ
た
ら
お
返
し
で
ん
が
、
そ
こ
を
も
う
ち

ょ
っ
と
情
を
持
っ
て
や
っ
て
欲
し
い
。
こ
の
頃
神
戸
か
ら
、
え
ら

い
ハ
イ
カ
ラ
は
ん
が
入
っ
て
ま
ん
ね
ん
て
、
ま
る
で
バ
ア
み
た
い

や
、
コ
ン
パ
ー
ー
オ
ン
云
う
て
。
そ
や
け
ど
、
有
馬
の
芸
者
は
え
ろ

ま
つ
せ
、
夜
も
夜
中
も
な
し
に
火
事
や
何
や
云
う
た
ら
す
ぐ
と
ん

で
行
く
し
、
そ
ん
な
ん
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
や
ヤ
ト
ナ
（
雇
仲
居
）
が

と
ん
で
行
き
ま
っ
か
」

１
１５２
１

か
ら
、
た
ま
に
二
日
続
い
て
泊
る
客
が
来
た
り
す
る
と
、
献
立
変

え
ん
な
ら
ん
と
変
な
と
こ
ろ
で
驚
い
た
り
も
す
る
そ
う
な
。

も
と
も
と
有
馬
は
歴
史
的
に
、
湯
治
の
た
め
の
温
泉
で
、
今
を

去
る
奈
良
に
大
仏
が
建
立
さ
れ
て
い
る
頃
、
僧
行
基
が
一
寺
三

院
、
即
ち
温
泉
寺
、
施
薬
院
、
藍
若
院
、
菩
提
院
を
建
て
、
病
人

を
収
容
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
行
基
は
天
平
年
間
、
伊
丹
に
布

施
屋
（
施
療
所
）
を
設
け
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
し
、
摂
津
に
於

け
る
行
基
の
幅
広
い
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
活
動
に
と
っ
て
こ
の
有
馬
は

絶
好
の
場
所
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
海
よ
り
も
辛
い
有
馬
の
強

食
塩
泉
は
、
胃
腸
病
・
婦
人
病
・
神
経
痛
に
よ
く
、
ラ
ジ
ウ
ム
泉

は
呼
吸
器
に
、
炭
酸
泉
は
皮
術
病
・
心
臓
病
に
よ
く
効
く
。
日
本

最
古
と
い
う
こ
と
も
然
る
事
な
が
ら
、
有
馬
に
は
日
本
一
が
多

い
。
塩
素
イ
オ
ン
か
ら
カ
リ
ウ
ム
、
セ
シ
ウ
ム
、
ル
ビ
ジ
ウ
ム
：
．

・
・
・
そ
の
他
の
含
有
量
に
お
い
て
群
を
抜
い
て
い
る
良
泉
で
あ
る
。

た
め
に
鎌
倉
時
代
に
は
仁
西
上
人
が
薬
師
を
守
る
十
二
神
将
に
な

ぞ
ら
え
て
、
十
二
の
坊
舎
を
建
て
た
。
そ
の
名
残
り
は
今
も
旅
館

の
名
に
「
坊
」
と
い
う
字
が
多
い
の
で
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
豊
臣

秀
吉
と
の
関
り
は
、
千
利
休
な
ど
と
茶
会
を
開
い
た
時
の
茶
釜
が

善
福
寺
に
宝
物
と
し
て
残
っ
て
い
る
し
、
念
仏
寺
の
石
垣
は
秀
吉

公
別
館
の
跡
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
今
も
豊
公
を
偲
ぶ
大
茶
会
が

十
一
月
二
・
三
日
の
両
日
に
わ
た
っ
て
瑞
宝
寺
跡
、
「
日
暮
し
の

庭
」
で
開
か
れ
て
い
る
。

「
有
馬
千
軒
」
と
う
た
わ
れ
た
文
化
文
政
期
に
つ
い
て
、
郷
土
史

家
の
森
博
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
有
馬
の
人
々
の
暮
し
は
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
筆
と
篭
に
依
っ
て
い
た
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
今
は

も
う
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
が
、
有
馬
の
周
辺
は
竹
ヤ
ブ
が
実
に

多
か
っ
た
。
そ
し
て
、
狸
、
鹿
な
ど
筆
の
毛
に
も
事
欠
か
な
か
っ

た
。
そ
の
頃
あ
っ
た
八
十
軒
の
旅
館
も
小
さ
い
も
の
で
、
だ
い
た

い
が
二
階
二
間
を
自
炊
宿
と
し
て
貸
し
、
下
で
は
筆
や
竹
龍
の
商

売
を
し
て
い
る
と
云
っ
た
も
の
が
殆
ん
ど
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
民

芸
品
と
し
て
も
有
名
な
、
有
馬
人
形
筆
、
茶
人
や
生
花
の
先
生
が

得
意
先
だ
と
云
う
有
馬
龍
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
筆
の
産
地
と
し

て
現
在
全
国
生
産
の
九
○
％
を
占
め
、
画
筆
や
化
粧
筆
を
ア
メ
リ

カ
に
輸
出
し
て
い
る
安
芸
の
熊
野
は
、
そ
の
技
術
が
有
馬
か
ら
も
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私の身に泌み透るように、滝川の清流は流れ、色づき始めた木々の葉は、
高く澄んだ空を背景に余りにも美し過ぎる。（鼓ケ滝からの清流）

に
観
入
す
る
自
然
で
あ
る
の
は
、
不
思
議
な
こ
と
だ
っ
た
。

た
い
じ
ん

最
後
に
脱
俗
の
大
人
の
風
貌
あ
る
、
有
馬
観
光
協
会
専
務
理
事

の
永
岡
大
純
氏
の
言
葉
を
も
っ
て
こ
の
項
を
閉
じ
よ
う
。

「
根
本
と
し
て
は
京
阪
神
の
奥
座
敷
と
云
う
性
格
は
変
る
ま
い

が
、
奥
座
敷
と
言
っ
て
も
密
室
め
い
た
遊
び
を
す
る
場
所
で
は
な

く
、
も
っ
と
オ
ー
プ
ン
な
も
の
で
、
六
甲
の
山
を
背
景
に
そ
の
中

で
真
の
清
遊
の
で
き
る
場
所
。
温
泉
と
六
甲
の
緑
と
歴
史
。
家
族

連
れ
が
安
心
し
て
遊
べ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
湯
治
場
、
慰
安
旅

行
、
会
議
か
ら
接
待
ま
で
多
様
な
目
的
に
、
も
っ
と
気
軽
に
利
用

し
て
頂
き
た
い
」
。

つ
い
で
に
蒼
氏
の
蛇
足
。
先
日
衆
議
院
の
選
挙
が
あ
っ
た
が
、

政
府
は
人
が
病
気
を
し
た
ら
、
国
民
を
薬
漬
け
に
す
る
前
に
、
せ

め
て
一
週
間
で
も
の
ん
び
り
温
泉
に
漬
け
て
、
杖
捨
橋
で
本
当
に

杖
の
捨
て
ら
れ
る
世
の
中
に
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

（
次
回
は
六
甲
山
全
山
縦
走
コ
ー
ス
よ
り
）

念
の
た
め
に
言
っ
て
お
け
ば
、
今
で
も
所
謂
粋
な
お
客
は
、
月

に
二
、
三
人
は
あ
る
ら
し
い
。
大
体
、
五
十
歳
位
の
人
で
、
唄
が

う
ま
く
芸
達
者
で
、
そ
ん
な
人
に
は
反
対
に
芸
妓
が
今
日
は
嬉
し

く
て
し
ょ
う
が
な
い
、
今
日
の
花
代
こ
ち
ら
の
方
で
持
ち
ま
す
わ

と
言
っ
た
と
か
言
わ
ん
と
か
、
で
も
時
代
は
も
う
、
大
き
く
変
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
言
え
る
こ
と
は
、
有
馬
に
来

て
、
四
季
折
々
の
自
然
の
中
を
散
索
し
な
い
の
は
、
を
ん
せ
ん
に

来
て
湯
に
入
ら
な
い
で
帰
る
よ
う
な
も
の
だ
。

鼓
ヶ
滝
の
水
音
、
焼
け
る
よ
う
な
紅
葉
を
映
す
滝
川
の
流
れ
に

は
自
然
を
感
じ
る
。
ナ
イ
ャ
ガ
ラ
の
滝
や
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
、
・
ハ
ラ
グ
ァ
イ
の
三
つ
の
国
境
に
ま
た
が
る
イ
グ
ア
ス
の

大
漠
布
を
知
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
等
よ
り
遥
か
に
深
く
自
然
を
観

ず
る
の
は
如
何
し
て
な
の
だ
ろ
う
。
あ
の
深
く
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
ど

真
中
に
横
た
わ
る
大
漠
布
以
上
に
、
公
園
を
わ
ず
か
百
メ
ー
ト
ル

程
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
細
い
滝
の
流
れ
が
、
ど
れ
程
か
深
く
心
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rnl

＠
戸

鄭
承
博

絵
・
吉
見
敏
治

郵
便
受
か
ら
朝
刊
を
取
り
出
す
と
、
ま
つ
先
に
社
会
面
を
拡
げ

る
の
が
く
せ
に
な
っ
て
い
た
。
今
朝
も
借
金
を
苦
に
し
た
一
家
心

中
の
記
事
が
救
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
読
み
終
る
な
り
ア
キ
は
た
だ

唖
然
と
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
種
の
事
件
は
、
大
抵
似
通
っ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
は
あ
ま

り
に
も
自
分
の
過
去
に
生
き
写
し
で
あ
る
。
両
親
と
二
人
の
男
の

子
が
死
ん
で
、
長
女
だ
け
が
生
き
残
っ
た
あ
た
り
も
全
く
同
じ
で

あ
っ
た
。

洗
面
を
済
ま
せ
て
化
粧
台
へ
向
っ
た
。
鏡
に
写
っ
た
自
分
を
見

つ
め
て
い
る
と
、
い
や
な
思
い
出
が
逐
一
蘇
っ
て
く
る
。
や
つ
と

シ
ョ
ー
ト
・
シ
ョ
ー
ト
・
ゴ
ウ
ベ
〈
４
〉

熊Ｍｆ〃噸剛
刈
り

鍾
龍

小
学
校
を
終
え
て
中
学
校
へ
上
っ
た
ば
か
り
の
春
先
で
あ
っ
た
。

あ
る
日
ま
る
で
深
い
夢
か
ら
で
も
覚
め
る
よ
う
な
思
い
で
気
が
つ

く
と
、
そ
こ
は
病
院
の
ベ
ッ
ト
で
、
周
囲
に
は
着
誰
婦
が
何
人
も

立
っ
て
い
た
。

「
よ
か
っ
た
わ
ね
。
あ
ん
た
の
寝
床
は
窓
際
だ
っ
た
か
ら
助
っ
た

の
よ
」と

は
言
わ
れ
た
が
、
急
に
何
の
こ
と
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
・

ガ
ス
で
一
家
心
中
の
生
き
残
り
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
の

は
、
そ
れ
か
ら
か
な
り
の
時
間
が
経
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

経
営
し
て
い
た
小
さ
な
鉄
工
所
が
破
産
し
た
こ
と
は
う
す
う
す

１
１５４
１

ー

＝きぎ
ﾉマラ
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ぱ
！
‐
‐
か
４
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．
〃

そ
の
直
後
、
足
下
へ
百
円
玉
が
二
つ
三
つ
ぱ
ら
ぱ
ら
と
転
が
っ

た
。
こ
ん
ど
は
大
声
を
立
て
な
が
ら
奥
に
い
た
お
じ
さ
ん
が
飛
び

出
し
て
く
る
。

「
あ
か
ん
や
ん
か
、
そ
ん
な
者
に
金
を
や
っ
た
ら
。
く
せ
に
な
っ

て
何
べ
ん
で
も
来
る
ぞ
。
警
察
を
呼
ん
で
引
き
渡
せ
」

と
怒
鳴
っ
た
。
気
が
つ
く
と
、
表
に
も
い
っ
ぱ
い
入
が
た
か
っ

て
く
る
。
も
う
金
な
ど
拾
い
上
げ
る
暇
は
な
い
。
そ
の
ま
ま
立
ち

上
っ
て
、
無
理
や
り
つ
か
み
か
か
る
大
人
た
ち
の
腕
を
振
り
切
る

な
り
、
わ
ん
わ
ん
と
泣
き
な
が
ら
、
一
目
散
に
町
筋
を
た
だ
走
っ

た
。そ

れ
か
ら
は
何
処
を
ど
う
さ
迷
い
歩
い
た
の
か
は
は
っ
き
り
し

な
い
。
と
も
か
く
日
が
暮
れ
て
間
も
な
く
で
あ
る
。
車
の
ラ
イ
ト

と
町
の
明
り
を
避
け
て
、
湾
岸
へ
出
て
き
た
。
大
き
な
建
物
の
影

に
な
っ
た
暗
が
り
へ
座
り
込
む
と
、
そ
こ
は
突
堤
の
入
口
で
、
海

か
ら
の
風
も
吹
い
て
く
る
。
ピ
ル
の
壁
に
党
れ
て
、
昨
夜
来
歩
き

続
け
た
両
足
を
伸
ば
し
た
。
眠
気
に
誘
わ
れ
て
う
と
う
と
し
て
い

た
と
き
で
あ
る
。
す
ぐ
近
く
で
吹
き
鳴
ら
す
笛
の
音
に
驚
い
た
。

見
回
す
と
前
の
通
り
に
夜
鳴
き
の
ラ
ー
メ
ン
屋
が
来
て
い
る
。
い

つ
の
間
に
か
客
も
数
人
来
て
い
て
、
み
な
が
ど
ん
ぶ
り
か
ら
、
大

つ
か
み
に
す
く
い
上
げ
て
は
す
す
っ
て
い
た
。
屋
台
か
ら
は
湯
気

も
む
ん
む
ん
と
立
ち
上
が
る
。
こ
れ
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
空
腹

感
が
全
身
を
し
め
つ
け
て
き
た
。
つ
い
に
は
気
も
狂
い
そ
う
に
な

っ
て
く
る
。
ち
ょ
う
ど
客
の
切
れ
目
を
幸
い
に
、
意
を
決
し
て
立

ち
上
っ
た
。

ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ
と
洗
物
を
し
て
い
る
ラ
ー
メ
ン
屋
に
近
づ
い
て

「
お
じ
さ
ん
、
お
金
が
な
い
ん
ね
。
一
つ
ぱ
い
食
べ
さ
せ
て
よ
。

そ
の
か
わ
り
お
仕
事
手
伝
う
わ
。
食
器
洗
い
な
ら
う
ち
馴
れ
て
ん

ね
」「

ほ
う
、
お
前
、
歳
い
く
つ
や
」

「
も
う
す
ぐ
十
七
や
ね
」

と
答
え
て
間
も
な
く
で
あ
っ
た
。
手
を
拭
い
て
屋
台
か
ら
出
て

き
た
ラ
ー
メ
ン
屋
が
、
突
然
両
肩
を
抱
き
し
め
て
何
処
か
へ
連
れ

て
ゆ
く
。
暗
い
石
段
を
降
り
て
、
そ
こ
ら
に
群
が
る
牌
へ
飛
び
乗

っ
た
。

１
１５５

知
っ
て
い
た
。
債
権
者
や
高
利
貸
に
責
め
立
て
ら
れ
る
父
を
何
度

も
見
か
け
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
ま
さ
か
こ
ん
な
事
態
に
な

る
と
は
想
像
も
し
て
い
な
い
。
当
時
は
ま
だ
、
ど
こ
か
に
父
も
母

も
弟
た
ち
も
生
き
て
い
る
よ
う
な
思
い
に
か
ら
れ
な
が
ら
、
病
院

か
ら
そ
の
ま
ま
、
施
設
へ
引
き
取
ら
れ
て
行
っ
た
。

そ
れ
で
も
ま
だ
信
じ
ら
れ
な
い
。
そ
の
う
ち
に
き
っ
と
誰
か
が

助
け
に
来
て
く
れ
る
。
そ
ん
な
思
い
を
抱
き
続
け
な
が
ら
二
年
が

過
ぎ
た
秋
口
で
あ
る
。
夜
半
に
ふ
っ
と
目
が
覚
め
た
の
で
庭
へ
出

て
み
た
。
ち
ょ
う
ど
満
月
が
頭
上
へ
来
て
い
る
。
ア
キ
の
家
も
神

戸
の
和
田
岬
で
、
二
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
近
く
の
海
上
に
浮
ぶ
こ

ん
な
月
を
よ
く
眺
め
た
。
以
来
、
一
度
も
戻
っ
て
な
い
。
近
所
で

一
緒
に
遊
ん
だ
友
だ
ち
の
顔
が
浮
ん
で
く
る
。
死
ん
だ
は
ず
の
両

親
や
弟
た
ち
も
、
空
中
か
ら
手
招
き
を
す
る
よ
う
な
錯
覚
に
陥
っ

た
。
郊
外
と
は
い
え
、
こ
こ
も
神
戸
の
圏
内
で
あ
る
。
歩
い
て
で

も
行
け
な
い
こ
と
は
な
い
。
み
な
が
寝
静
ま
っ
て
い
る
の
を
幸
い

に
、
と
う
と
う
支
度
を
整
え
て
施
設
を
抜
け
出
し
た
。

車
が
雑
踏
す
る
道
路
を
ひ
た
す
ら
に
歩
い
て
、
和
田
岬
へ
辿
り

着
い
た
の
は
夕
刻
に
近
い
頃
で
あ
る
。
町
内
へ
入
る
な
り
、
そ
こ

ら
の
路
地
か
ら
、
今
に
も
弟
た
ち
が
自
分
を
呼
び
な
が
ら
走
り
出

し
て
く
る
よ
う
な
思
い
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
住
ん
で
い
た
家

は
き
れ
い
に
取
り
壊
わ
さ
れ
て
い
る
。
背
の
高
い
雑
草
の
生
い
茂

っ
た
空
地
に
な
っ
て
、
形
の
崩
れ
か
か
っ
た
廃
車
が
一
台
捨
て
ら

れ
て
い
た
。

す
ぐ
近
く
に
幼
稚
園
か
ら
小
学
校
ま
で
一
緒
だ
っ
た
友
だ
ち
の

家
が
あ
る
。
よ
く
遊
び
に
も
行
っ
て
い
た
の
で
家
族
の
顔
も
は
っ

き
り
覚
え
て
い
た
。
開
け
放
さ
れ
た
玄
関
を
覗
く
と
、
お
ば
さ
ん

が
立
っ
て
い
る
。
急
に
噴
き
出
し
て
く
る
涙
を
堪
え
な
が
ら

「
お
ば
ち
ゃ
ん
、
う
ち
、
そ
こ
に
い
た
ア
キ
よ
・
お
な
か
空
い
て

ん
ね
。
何
か
食
べ
さ
せ
て
」

と
い
う
の
が
や
っ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
ま
ま
土
間
へ
う
ず
く
ま

っ
て
か
ら
間
も
な
く
で
あ
る
。

「
あ
ら
、
そ
う
か
、
あ
ん
た
逃
げ
て
来
た
の
ね
。
困
る
わ
。
う
ち

の
娘
は
こ
ん
ど
高
校
よ
・
受
験
勉
強
も
あ
る
し
、
い
ま
ピ
ア
ノ
の

稽
古
に
行
っ
て
ん
の
。
さ
あ
、
こ
れ
上
げ
る
か
ら
早
く
帰
っ
て
よ
」
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「
お
と
な
し
く
、
言
う
こ
と
を
聞
い
た
ら
、
ち
ゃ
ん
と
お
金
も
上

げ
る
が
な
」

と
い
う
の
で
、
は
っ
と
感
ず
い
た
が
、
も
う
船
の
上
で
あ
る
。

「
恐
い
よ
、
恐
い
よ
、
放
し
て
よ
」

と
懸
命
に
喚
い
て
は
み
た
も
の
の
、
疲
労
と
飢
え
切
っ
た
体
か

ら
は
、
何
ほ
ど
の
力
も
出
な
い
。
そ
の
ま
ま
、
大
男
の
鋼
鉄
の
よ

う
な
腕
つ
ぶ
し
に
抱
き
込
ま
れ
て
、
気
が
つ
い
た
と
き
は
、
も
は

や
深
い
深
い
暗
黒
の
船
底
で
あ
っ
た
。

そ
れ
以
来
ホ
ス
テ
ス
に
な
っ
て
も
う
十
余
年
、
い
ま
も
三
宮
界

隈
で
、
バ
ー
や
キ
ャ
バ
レ
ー
を
転
々
と
し
て
い
る
。
何
か
の
欝
憤

を
晴
ら
さ
ず
に
は
死
ぬ
に
も
死
に
切
れ
な
い
。
そ
ん
な
思
い
を
燃

や
し
続
け
な
が
ら
生
き
て
き
た
。
こ
の
新
聞
に
も
長
女
が
一
人
生

き
残
っ
て
い
る
。
ア
キ
は
こ
の
娘
も
き
っ
と
、
自
分
と
同
じ
道
を

辿
る
気
が
し
て
な
ら
な
か
っ
た
。

ア
キ
の
い
ま
の
勤
務
先
は
、
ホ
ス
テ
ス
が
四
、
五
人
の
小
さ
な

バ
ー
で
あ
る
。
タ
ク
シ
ー
が
な
か
な
か
拾
え
な
か
っ
た
の
で
、
少

し
遅
れ
て
店
へ
入
っ
た
。
客
が
一
人
来
て
い
る
。
テ
ー
ブ
ル
の
上

に
は
札
束
が
置
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
取
り
巻
い
て
み
な
が
ワ
イ

ワ
イ
や
っ
て
い
る
。
変
な
客
も
い
る
も
の
だ
と
思
い
な
が
ら
ア
キ

も
席
へ
着
い
た
。

か
な
り
禿
げ
上
っ
て
は
い
る
が
、
ま
だ
中
年
男
で
あ
る
。
両
手

を
も
じ
も
じ
さ
せ
て
は
終
始
に
や
に
や
し
て
い
た
。
お
愛
想
の
つ

も
り
で

「
こ
の
お
金
ど
う
し
た
の
よ
」

と
尋
ね
る
と
、
誰
で
も
い
い
か
ら
こ
れ
で
一
泊
の
旅
行
に
つ
き

合
え
と
い
う
。
札
は
し
め
て
十
万
円
だ
と
念
を
押
し
て
い
た
。

金
は
欲
し
く
て
も
、
こ
う
も
剥
き
出
し
に
さ
れ
た
の
で
は
、
お

い
そ
れ
と
手
が
出
な
い
。
ホ
ス
テ
ス
た
ち
は
た
だ
、
互
に
視
線
だ

け
を
ち
ら
つ
か
せ
て
い
る
。
ア
キ
は
容
赦
な
く
、
こ
れ
を
つ
か
み

上
げ
て
、
自
分
の
懐
中
へ
入
れ
る
な
り

「
わ
た
し
が
つ
き
合
っ
て
あ
げ
る
わ
よ
」

と
言
っ
た
が
、
別
に
口
出
し
を
す
る
者
も
な
く
、
そ
れ
っ
き
り

静
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

店
が
引
け
た
の
で
、
約
束
の
駐
車
場
へ
行
く
と
、
ラ
イ
ト
バ
ン

６
１
５
１
１

に
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
て
男
が
待
っ
て
い
る
。
助
手
席
へ
乗
っ
た
。

「
何
処
ま
で
行
く
の
よ
・
お
つ
き
合
い
は
明
日
の
夕
刻
ま
で
よ
・

約
束
は
守
っ
て
ね
」

「
わ
か
つ
と
る
」

駐
車
場
を
出
る
と
す
ぐ
、
高
速
へ
乗
っ
て
東
へ
向
っ
た
。
乱
暴

な
運
転
で
あ
る
。
深
夜
と
は
い
え
、
前
方
の
車
を
次
か
ら
次
へ
と

追
い
越
し
て
、
エ
ン
ジ
ン
も
異
様
な
陰
り
を
立
て
て
い
た
。
名
神

の
豊
中
か
ら
、
こ
ん
ど
は
大
阪
の
市
内
へ
入
る
高
速
に
移
る
。
あ

っ
と
言
う
間
に
そ
れ
も
通
過
し
て
、
堺
の
イ
ン
タ
ー
か
ら
一
般
道

路
へ
降
り
た
。
そ
の
ま
ま
南
へ
向
っ
て
い
る
。
国
道
筋
に
は
深
夜

営
業
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
も
あ
れ
ば
、
モ
ー
テ
ル
の
ネ
オ
ン
も
輝
い

て
い
た
。
ど
ん
ど
ん
素
通
り
を
し
て
立
ち
寄
る
気
配
が
な
い
。
一

泊
旅
行
を
名
目
に
す
る
大
抵
の
男
た
ち
は
、
国
道
へ
出
る
や
否

や
、
ホ
テ
ル
か
モ
ー
テ
ル
、
そ
こ
ら
へ
駆
け
込
む
の
が
普
通
で
あ

る
。
こ
の
た
び
は
何
か
思
わ
く
が
違
っ
た
。

「
ね
え
、
い
つ
ま
で
走
る
の
よ
・
う
ち
、
も
う
疲
れ
た
わ
」

「
心
配
せ
ん
で
も
、
寝
と
っ
た
ら
い
い
ね
」

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
は
何
を
言
っ
て
も
取
り
合
わ
な
い
。
わ

ざ
と
色
っ
ぽ
い
話
も
持
ち
か
け
て
は
み
た
が
、
全
く
の
空
振
り
で
、

と
う
と
う
根
負
け
を
し
て
し
ま
っ
た
。

う
と
う
と
し
て
か
ら
気
が
つ
く
と
、
夜
が
す
っ
か
り
明
け
て
い

る
。
道
路
標
識
も
和
歌
山
が
過
ぎ
て
、
海
南
市
へ
近
づ
い
て
い
た
。

暗
い
う
ち
は
気
づ
か
な
か
っ
た
が
、
男
の
顔
色
が
蒼
白
に
変
っ
て

い
る
。
運
転
中
と
は
い
え
、
目
付
も
恐
し
い
ほ
ど
座
っ
て
い
た
。

一
体
何
者
だ
ろ
う
。
何
か
を
企
ん
で
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
精
神

異
常
者
か
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
、
早
朝
の
町
を
走
り
抜
け
て
、
信

号
無
視
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。

長
い
坂
を
登
り
切
る
と
、
大
き
な
朝
日
が
昇
っ
て
く
る
。
次
の

町
へ
入
っ
た
と
き
は
、
も
う
道
路
が
混
雑
し
て
き
た
。
前
方
に
は

車
が
並
び
、
対
向
車
も
列
を
な
し
て
い
る
。
交
差
点
で
止
ま
る
た
び

に
ア
キ
は
、
車
か
ら
飛
び
降
り
た
い
気
持
ち
に
さ
え
な
っ
て
き
た
。

「
ね
え
、
あ
ん
た
、
い
い
加
減
に
し
て
よ
。
こ
ん
な
お
つ
き
合
い

か
な
わ
ん
わ
」

「
も
う
す
ぐ
、
素
晴
ら
し
い
景
色
が
見
え
て
く
る
。
広
び
る
と
し
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釘
i,方

た
海
に
、
き
れ
い
な
海
岸
、
特
に
い
ま
の
秋
口

は
、
見
晴
ら
し
の
い
い
と
き
だ
」

「
な
ん
や
あ
ん
た
。
女
を
買
う
て
、
景
色
み
ん
に

来
た
ん
か
い
な
」

二
度
で
い
い
か
ら
、
君
の
よ
う
な
美
人
を
乗
せ

て
、
こ
の
海
岸
を
走
っ
て
見
た
か
っ
た
か
ら
よ
」

「
そ
れ
な
ら
そ
れ
と
、
最
初
か
ら
い
え
ば
い
い
の

よ
・
居
眠
り
な
ん
か
し
な
い
で
、
サ
ー
ビ
ス
し
て

上
げ
た
の
に
。
い
く
ら
水
商
売
で
は
あ
っ
て
も
客

の
金
を
た
だ
で
は
取
ら
な
い
も
の
よ
・
こ
れ
を
わ

た
し
ら
、
三
宮
気
質
と
い
う
の
。
ど
う
、
煙
草
で

も
つ
け
て
上
げ
よ
う
か
」

し
か
し
男
は
首
を
振
っ
た
。
顔
色
は
相
変
ら
ず

蒼
ざ
め
て
、
目
付
も
一
向
に
ゆ
る
め
な
い
。
な
る

ほ
ど
海
が
見
え
て
く
る
。
長
い
海
岸
線
も
一
望
で

あ
っ
た
。

小
さ
な
漁
村
を
過
ぎ
て
間
も
な
く
、
前
方
に
車

の
渋
滞
が
出
来
て
い
る
。
事
故
が
あ
っ
た
ら
し

い
。
ト
ラ
ッ
ク
の
積
荷
ら
し
い
物
が
散
乱
し
て
、

パ
ト
カ
ー
に
救
急
車
、
多
勢
の
警
官
た
ち
で
賑
わ

っ
て
い
た
。
車
を
除
行
さ
せ
な
が
ら
男
は
、
ど
こ

か
ら
か
取
り
出
し
た
サ
ン
グ
ラ
ス
を
大
急
ぎ
で
か

け
る
。
ど
う
や
ら
警
官
に
顔
を
見
ら
れ
た
く
な
い

ら
し
い
。
そ
の
慌
て
振
り
も
順
当
で
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
何
か
の
犯
罪
者
に
間
違
い
な
い
。
逃
走

の
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
に
は
、
よ
く
女
が
使
わ
れ

る
。
小
説
や
テ
レ
ビ
で
は
見
て
き
た
が
、
ま
さ
か

自
分
が
利
用
さ
れ
る
羽
目
に
陥
る
と
は
夢
に
も
思

わ
な
か
っ
た
。

現
場
が
遠
ざ
か
っ
て
も
、
男
は
サ
ン
グ
ラ
ス
を

離
さ
な
い
。
初
秋
の
風
は
車
内
へ
い
っ
ぱ
い
吹
き

込
ん
で
く
る
。
ア
キ
も
か
つ
て
は
、
犯
罪
者
に
な

り
た
い
と
思
い
詰
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
世
の
中

に
恨
み
を
も
つ
者
に
と
っ
て
は
、
一
番
ふ
さ
わ
し

一
審 一
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い
生
き
方
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
う
と
う
実
現
は
出
来
な
か
っ
た
。

い
ま
で
も
自
分
の
脈
甲
斐
な
さ
に
、
と
き
ど
き
愛
想
を
つ
か
す
こ

と
も
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
男
は
何
を
し
た
の
だ
ろ
う
。
殺
人
か
強

盗
、
麻
薬
に
暴
行
、
外
見
だ
け
で
は
判
断
が
つ
か
な
い
。
そ
れ
よ

り
も
ア
キ
は
、
強
張
り
切
っ
た
彼
の
表
情
を
、
少
し
で
も
と
き
ほ

ぐ
し
て
み
た
か
っ
た
。

「
ね
え
、
そ
こ
に
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
が
見
え
て
い
る
わ
。
海
辺
の
高

台
で
き
れ
い
な
と
こ
や
。
あ
ん
た
の
好
き
な
景
色
で
も
眺
め
て
、

お
食
事
し
よ
う
よ
」

と
い
っ
て
免
れ
か
か
っ
た
が
、
男
は
体
ま
で
硬
直
し
て
い
る
。

こ
ん
ど
は
肩
へ
抱
き
す
が
っ
た
。

「
う
ち
お
な
か
空
い
た
わ
。
そ
う
し
ょ
う
よ
。
ね
え
、
ね
ね
・
・
・
」

顔
を
見
上
げ
て
何
度
も
ゆ
さ
ぶ
り
続
け
る
と
、
や
っ
と
領
い
て

車
を
寄
せ
る
。
駐
車
場
へ
入
っ
て
降
り
立
っ
た
が
、
神
戸
か
ら
乗

り
づ
め
の
足
も
腰
も
、
ひ
り
ひ
り
と
し
び
れ
て
い
た
。

店
内
に
客
は
ま
ば
ら
で
あ
る
。
隅
っ
こ
の
席
を
選
ん
だ
。
壁
面

は
総
ガ
ラ
ス
張
り
で
、
熊
野
灘
が
一
望
で
あ
る
。
男
も
サ
ン
グ
ラ

ス
を
取
っ
て
、
じ
っ
と
外
を
眺
め
て
い
た
。

「
ね
え
、
外
ば
っ
か
り
見
な
い
で
、
こ
ち
ら
も
向
い
て
よ
。
わ
た

し
つ
ま
ら
な
い
わ
。
運
転
中
は
お
酒
を
飲
め
な
い
の
が
残
念
ね
。

店
で
な
ら
、
思
い
切
り
酔
い
つ
ぶ
す
ん
だ
け
ど
。
あ
ん
た
、
お
う

ち
は
何
処
よ
・
押
し
か
け
て
い
か
な
い
か
ら
教
え
て
。
ど
う
せ
奥

さ
ん
も
お
子
さ
ん
も
い
る
ん
で
し
ょ
う
。
ね
え
何
か
話
し
て
よ
。

そ
れ
と
も
、
や
す
や
す
身
分
を
明
か
せ
な
い
わ
け
で
も
あ
る
の
。

わ
た
し
だ
っ
て
こ
の
道
の
ベ
テ
ラ
ン
よ
。
何
を
聞
い
た
っ
て
驚
か

な
い
わ
。
水
商
売
の
女
だ
と
、
ば
か
に
し
な
い
で
。
も
っ
と
信
じ

て
よ
」

「
俺
に
構
う
こ
と
は
な
い
よ
。
君
こ
そ
飲
み
た
け
り
や
、
酒
で
も

ビ
ー
ル
で
も
ど
う
ぞ
」

何
も
聞
き
出
せ
な
い
。
ア
キ
は
ひ
ど
く
プ
ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
ら

れ
た
気
分
に
も
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
は
そ
う
と
う
な
堅
物
で

も
解
き
ほ
ぐ
し
て
い
る
。
こ
の
男
だ
け
は
箸
に
も
棒
に
も
か
か
ら

な
い
。
運
ば
れ
て
き
た
か
ん
た
ん
な
食
事
を
済
ま
せ
て
、
自
分
は

８
１
５
１
１

何
の
た
め
に
乗
せ
ら
れ
て
ゆ
く
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
ま
ま
、
ま

た
車
へ
乗
り
込
ん
だ
。

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
町
外
れ
へ
差
し
か
か
っ
た
。
海
辺
り
の
小

さ
な
空
地
へ
車
を
止
め
る
。

「
君
、
お
か
げ
で
誠
生
れ
て
初
め
て
の
晴
れ
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

こ
こ
が
お
い
ら
の
古
里
だ
」

「
だ
っ
て
車
は
神
戸
ナ
ン
バ
ー
や
な
い
の
」

「
生
れ
た
と
い
う
だ
け
で
、
子
供
の
と
き
か
ら
の
神
戸
っ
子
。
す

ぐ
そ
こ
に
紀
勢
線
の
駅
が
あ
る
ね
。
も
う
す
ぐ
大
阪
行
き
が
入
る

わ
。
す
ま
ん
が
君
、
そ
れ
に
乗
っ
て
よ
」

ア
キ
は
唖
然
と
し
な
が
ら
ド
ア
を
開
け
て
降
り
立
つ
と
、
男
は

フ
ル
ス
ピ
ー
ド
で
走
り
去
る
。
み
る
み
る
う
ち
に
、
町
を
通
過
し

て
、
海
岸
線
を
疾
走
し
て
い
た
。

列
車
を
乗
り
つ
い
で
、
夕
刻
、
神
戸
へ
戻
っ
た
が
、
そ
の
翌
日

で
あ
る
。
ア
キ
は
い
つ
も
の
よ
う
に
郵
便
受
か
ら
朝
刊
を
取
り
出

し
た
。
今
日
も
社
会
面
を
拡
げ
る
と
、
小
さ
な
見
出
し
で
不
思
議

な
記
事
が
載
っ
て
い
る
。

破
産
し
た
自
殺
男
、
釣
り
人
に
助
け
ら
れ
る
ノ
．

ぎ
ょ
っ
と
し
な
が
ら
読
ん
で
み
た
。
昨
日
の
男
に
間
違
い
な
い
。

場
所
も
時
間
も
別
れ
た
直
後
で
あ
る
。
乗
っ
た
ま
ま
海
へ
飛
び
込

ん
だ
車
も
ラ
イ
ト
バ
ン
、
ア
キ
は
思
わ
ず
溜
息
を
つ
い
た
。

立
ち
上
っ
て
窓
を
開
け
る
と
、
神
戸
港
に
は
碇
泊
中
の
巨
船
群
、

道
路
と
い
う
道
路
は
車
で
埋
ま
っ
て
い
る
。
た
し
か
に
豊
か
な
時

代
だ
。
し
か
し
、
交
通
事
故
に
破
産
、
果
て
し
な
く
不
幸
も
産
み

出
し
て
い
る
。
自
分
も
最
悪
の
く
じ
を
引
い
て
し
ま
っ
た
。
と
こ

ろ
が
同
じ
運
命
の
者
が
日
増
し
に
増
え
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

こ
の
実
情
を
し
っ
か
り
見
届
け
て
、
あ
の
世
の
家
族
へ
報
告
を
す

る
の
が
、
生
き
残
っ
た
自
分
の
義
務
に
も
思
え
て
な
ら
な
か
っ
た
。

ロ
筆
者
紹
介
／
鄭
承
博

鋳
灘
鱗
灘
溌

期
待
さ
れ
る
。
昭
和
妃
年
ク
ル
ー
メ
ー
ル
賞
（
文
学
部
図
受
賞
。
洲
本
市
在
住
。
弱
歳
．
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